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我々は AB 型モノマーの鈴木・宮浦重縮合に芳香環上を分子内移動できる Pd 触媒を用いると、

連鎖重合が進行して、分子量が制御された、分子量分布の狭い π 共役系高分子が生成することを

報告してきた。同一触媒を芳香族ジボロン酸エステルと芳香族ジブロミドとの鈴木・宮浦重縮合

に用いると、後者のモノマー過剰下でもボロン酸エステル末端の高分子量 π 共役系高分子が得ら

れることを見出した。これは Pd 触媒が芳香族ジブロミド上を分子内移動していることから説明

ができる。本講演ではこれらの概説と最近の進展について報告する。 
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